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写真２．James McKillop and Mrs McKillop
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経緯と，認知症の診断後のさまざまな葛藤，
そして認知症であることを肯定的に受け入れ
ることができるきっかけともなった認知症ワ
ーキンググループでの活動についてなどであ
った。
　認知症ワーキンググループはいわゆる当事
者団体であり，「何事も私たちなしで私たち
のことを決めないで！」をスローガンに活動
しているという。活動内容は政府や自治体へ
の支援等の要望や，メディアに対する認知症
についてのネガティヴなイメージの表現への
検討要請などである。
　ワーキンググループは組織的でかつ民主的
に運営が行われているといい，100名以上の
参加があり，認知症の進行状況に関係なく入
会が可能とのことであった。ワーキンググル
ープ内では委員会活動なども行われていて，
すべての活動の主体は認知症のある人であ
り，移動や書類作成などの手助けを受けなが
ら活動しているとのことであった。
　James氏は2015年11月に来日し，日本の認
知症のある人と交流した経験があり，その時
の感想として「日本には各種社会資源がある
ので，それをどう連携させるかが課題」であ
り，「認知症当事者が一歩前に出ることが大
切」と話してくれた。
　ご夫妻の講話の中で，James氏の「メディ
アには（認知症に対して）希望が持てるよう
な報道をして欲しい」という言葉と，妻の「夫
が認知症であるということは生きることを学
ぶこと」という言葉が心に残った。
５．CroftsparHousingとLorettoHousing
　研修最終日には認知症のある人が生活する
ふたつの住宅を訪問する機会があった。
　最初に訪問したCroftspar Housingは，認
知症のある人の地域生活のための住宅として
2004年につくられた。自治体と住宅会社，ア
ルツハイマースコットランドの共同で運営さ
れている。生活している方は56歳から90歳代
の方までと幅広いのが特徴である。
　24時間スタッフが常駐していて，ここで生
活されている方は必要に応じた支援を受けな
がら生活している。（写真３）
　住宅は敷地の入り口にスタッフ用の建物が
あり，その奥に中庭を囲むように戸建ての住
宅が10戸ほど配置されている。外出は自由で，
若い世代の方は施設外に買物などに出かける
こともあるという。常駐しているスタッフは
昼間は２名，夜間は１名であり，ターミナル
ケアまでの対応を行うとのことであった。
　私たちが訪問した時に，説明をこのスタッ
フ用の建物で受けたのだが，ここで生活して
いる人からのコールがとても頻回に鳴ってい
たのが印象に残った。
　次に訪ねたLoretto Housingは，主にアル
コールによる脳障害者のための施設で，地域
生活に向けての中間施設としての役割を果た
している。建物は認知症にやさしい街づくり
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のスタンダードに基づいて建築されていると
いい，直接部屋にアクセスすることができる，
見当識を活用できるような工夫（各部屋から
中庭が見渡せ，植物などで季節を知るなど），
バリアフリー設計などがそれにあたる。（写
真４）
　ここでは「できるだけ自由に自立して」生
活できることを目指しており，心身両面のケ
アに対応できるスタッフが「肯定的で敬意あ
る関係性」を基盤に支援を行なっているとい
う。
　建物のロビーはとても明るく開放的で，壁
にはそこで生活している方たちのアート作品
などが飾られており，美術館のような雰囲気
であった。しかし生活スペースには入浴用リ
フトなど福祉用具の設置もあり，身体状況に
応じた支援が行われていることが理解でき
た。（写真５）
６．その他
　最後に本研修で特に印象に残ったことをふ
たつ報告したい。
　ひとつ目は，最初にも述べたがスコットラ
ンドで行った認知症に対する啓発活動につい
てである。認知症に対するスティグマをなく
すために認知症への理解を促進する方法とし
て，写真６のコースターが活用されたという。
このコースターは主にパブで使用されたとの
ことで，パブ文化が根付いているスコットラ
ンドならではのユニークな取り組みであると
大変興味深く感じた。（写真６）
　ふたつ目は，認知症のある人に対するIT
を活用した支援についてである。研修当時に
１年間のモデルケースとしてiPadを活用し
た取り組みが行われていた。リンクワーカー
10名，認知症のある人45名，ケアホームに５
台とiPadを貸し出し活用していた。
　iPadの利点として，画面が大きくて幅広
い年代に使いやすいこと，リマインダーやメ
モ機能が付いていること，また写真を撮るこ
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とができるなどの機能に注目してのことらし
く，このiPadを認知症のある人とリンクワ
ーカーとのコミュニケーションツールとし
て，また将来の計画を立てる際の情報検索や
立てた計画を確認することなどに活用されて
いるとのことであった。（写真７）
　日本でも利用者の情報共有や支援記録のた
めにタブレットを活用している介護施設など
はあるが，認知症のある人自身がiPadのリマ
インダーやメモ機能，あるいは写真を撮るな
どの機能を活用し認知症の物忘れによって生
じる生活上のさまざまな困難を解決すること
が可能になるという点が非常に興味深かった。
　しかし試行の中で，個人情報保護などのセ
キュリティーの課題などがあがってきている
という。またもちろん認知症の進行状況によ
り全ての人がこれらの機器を上手に使いこな
せるわけではないということも課題とされて
いた。今後，認知症のある人ばかりでなく誰
にでも使いやすいようにさらに進化すること
を期待したい。
Ⅲ　おわりに
　2012年に厚生労働省認知症施策検討プロジ
ェクトチームが，認知症施策の今後の方向性
として，認知症になっても本人の意思が尊重
され，できる限り住み慣れた地域で生活を続
けられるために，認知症のある人や家族に早
期に関わる「認知症初期集中支援チーム」の
設置を提案した。これを受け2018年度までに
は全国のすべての市町村に普及するという目
標が定められたところである。
　この認知症初期集中支援チームは，認知症
のある人に対して，できるだけ早い段階での
診断と診断後の支援を行い，本人の視点に立
った支援体制を構築することを目的とした他
職種協働チームである。認知症のある人に対
する早期診断，早期支援の必要性がわが国で
も確認され，現在動き出したところである。
　今回の研修を通して，リンクワーカープロ
グラムでの，認知症のある人本人が「どうよ
く生きたいか」をリンクワーカーの手助けを
受けながら自ら計画するという，日本の認知
症施策にはまだ十分でない，セルフマネジメ
ントの考え方と手法を学ぶことができた。
　我が国の「認知症初期集中支援チーム」の
今後の動向に注目するとともに，認知症のあ
る人がより本人の意思が尊重され自立した生
活を送ることができるよう望む。
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